ANA、東京-ハワイ線を7月に週７往復便化
5月末に週4往復、７月に成田-ハワイでA380復活
　全日本空輸（ANA）は東京（羽田・成田）-ハワイ線を、7月1日から週7往復便で運航する方針を固めた。水際対策の緩和が進み、今年のゴールデンウィークも同社のハワイ線において、一部日程で満席となった日があるなど、夏の繁忙期に向けた今後の需要回復に自信を深めた様相だ。
　ANAは今回10月29日までのハワイ線運航計画を決定。それによると、まずは5月28日から羽田-ハワイ線を現行の週3往復から週4往復に増便する。
さらに7月1日から羽田-ホノルル線を週5往復で運航することとし、週2往復便で運航する成田-ホノルル線とあわせて、東京-ホノルル間で週7往復運航体制とする計画だ。
また7月1日から成田-ホノルル線に、A380の投入を再開することも決定した。毎週金曜日と土曜日に、A380の定期便運航が復活する。コロナ禍にあって長らくハワイ定期便に投入することができず、チャーター便や地上に駐機した状態でレストランとして活用する状態が続いてきたA380だが、いよいよ本来任務に再び就くことになる。
〈5月28日〜6月30日〉
〔羽田-ホノルル〕
・NH186/185＝週4往復便（月・金・土・日曜日運航※土曜日を増便）
〈7月1日〜10月29日〉
〔成田-ホノルル〕
・NH184/183＝週2往復（金・土曜日）※A380運航再開
〔羽田-ホノルル〕
・NH186/185＝週5往復（月・火・水・木・日）
※写真＝総二階建てのA380が復活へ。アフターコロナ向けた象徴となって
いきそうだ
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